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【目的】 

 第 2 次世界大戦以降，日本では道路やダム，発電所などの建設，宅地造成，港湾開発などにより，人

が生活する場としてより快適で豊かな都市形成が行われてきた．しかし，それに伴い貴重な自然が失わ

れたことも事実である．網走市でも商業地域や住宅団地の開発など，急激な都市開発がみられた． 

本論文では，網走市の都市化の著しい商業・住宅地域と，都市化の見られない農村地域の土地利用変

化を 2 時点間で比較することで，それぞれの地域ごとに都市開発による自然損失の状況分析する．その

結果，網走市は森林伐採による都市開発は行われず，農地を住宅地に転換することで都市開発を進めて

きたことを明らかにすること． 

 

【方法】 

 昭和 54 年と平成 7 年の 2 時点の航空写真を用い，宅地，農地，森林，その他に土地利用区分をする．

分類した土地利用区分ごとにピクセル数をカウントし，年代ごとに土地利用区分の割合を算出し，土地

利用の特徴を明らかにした． 

 

【結論】 

 分析した結果，以下の 2 つの傾向がわかった． 

１）農地は，昭和 54 年と平成 7 年を比較したとき，商業地域，住宅地域，森林地域すべての地域で農

地面積は減少したことが明らかになった．また，各地域の土地面積に占める農地割合も減少したこと

がわかった． 

２）森林は，昭和 54 年と平成 7 年を比較したとき，商業地域，住宅地域，森林地域すべての地域で森

林面積が増加したことが明らかになった．また，各地域の土地面積に占める森林割合も増加したこと

がわかった． 

以上のことから，網走市においては，森林伐採は分析対象とした商業地域，住宅地域，森林地域とも

に行われておらず，農地を宅地，森林，その他のいずれかに転換ことによって都市開発が行われてきた

ことが明らかになった．したがって網走市の都市開発による自然損失は，農地の減少のみにとどまって

いたと評価することができる． 
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